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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，大学組織としての教育活動の評価方法を提案することである．山口
大学の自己点検評価システムを基に，大学内の教育活動データベースから必要なデータを集約し，その分析結果
を可視化するツールの開発・改善を行った．また，大学の教育活動を表す文書を対象に，テキストマイニング技
術を活用した可視化システムを提案した．これらの大学独自及び大学間比較の観点において事例分析を行った結
果，大学の特性や類似大学を抽出することができ，これらの観点は組織としての教育活動の評価方法の一つとし
て期待できる可能性が示された．

研究成果の概要（英文）：This study proposes an organizational assessment method of university 
educational activities. We aggregated the necessary data from the university educational activity 
databases based upon the Yamaguchi University self-assessment and evaluation system. Furthermore, we
 developed and improved tools to visualize the results and proposed a visualization system that uses
 text mining technology for university educational activity documents. By applying our unique 
viewpoint to case-study analysis, we were able to extract the characteristics of university 
educational activities. The results demonstrate a new organizational assessment method for 
universities.

研究分野： 教育工学, Institutional Research
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１．研究開始当初の背景 
これまで，Moodle を活用した授業改善のた

めの形成的評価を支援する可視化ツールを
開発した．従来は，教員が授業中の様々なテ
スト結果から解答の誤りを見て，学生の理解
を把握していたが，膨大な時間がかかり，教
員にとっての負荷が大きいことが問題であ
った．そこで，膨大なテスト結果のデータを
解析し，可視化するツールを開発した．この
ツールの利点は，テスト結果のデータに限ら
ず，様々な教育活動のデータにおいても適用
することが可能であると考えられる． 
本研究は，以上の研究成果を踏まえて行う

ものであり，大学の教育活動を組織的に評
価・改善するための既存の枠組みを超えた新
たな可視化ツールの開発が目的である．現在，
山口大学では，複数の教育活動に関するシス
テム（教員活動の自己点検評価システム（図
1），Moodle などの学習管理システム（図 2）
等）があり，それらのデータを活用すること
が重要である．教育活動に関するデータを収
集，分析，整理して，適切な可視化手法を適
用することで，容易に問題点を発見でき，す
ぐに改善に向けた取り組みを開始できる．こ
れは，IR（Institutional Research：機関研究）
に資するデータとしても活用できる可能性
がある． 

 
図 1. 山口大学における教員活動の自己点検
評価システム 
 

図 2. 山口大学における Moodle システム 
 

２．研究の目的 
本研究では，これまで開発したツールをも

とに，まず学内の複数の教育活動データベー
スから必要なデータを集約し，その分析結果
を可視化するツールを開発する．これは膨大
なデータに基づく客観的な評価手法であり，
従来の主観的な評価手法と合わせることに
より，効果的な教育評価方法となることが期
待できる． 
 
３．研究の方法 
(1)学内の教育活動に関するシステムの調査 
まず，山口大学の複数の教育活動に関する

システム（教員活動の自己点検評価システム
（図 1），Moodle システム（図 2）等）につい
て，それらのシステム構成および各システム
のデータベース構造を調査する．将来的には
すべてのデータを集約して活用することが
重要であると考えているが，本研究期間にお
いては必要最低限のデータを収集し，それら
の分析と可視化をする． 
 
(2)教育活動に関するデータの集約 
実際に，データを収集する．山口大学の複

数の教育活動に関するシステムのデータを
収集する．一通りデータを収集することがで
きたら，データのクリーニング作業を行う． 
 
(3)可視化ツールの開発と評価 
本研究の最大のテーマである可視化ツー

ルの開発については，多様なデータに基づく
組織的な評価・改善を行うために資するよう
な可視化ツールを開発及び提案する． 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
①学内の教育活動に関するデータの集約と
可視化ツールの開発及び改善 
山口大学のシステムである，[1]大学評価ア

ンケートシステム，[2]自己点検評価システム，
[3]講義支援システム（Moodle）の 3 つを取り
上げ，これらのシステム構成及びデータベー
ス構造の調査を行った．[1]は山口大学独自の
大学評価アンケートシステムであり，山口大
学認証サーバと連携することで，部局ごとの
回答率表示や回答対象者の絞込ができる機
能を有しており，大学評価や IR 活動を充実
させることが期待されている．[2]は教員活動
の自己点検評価システム等の 3つのWebシス
テムで構成されており，これらのシステムを
活用して，山口大学における組織活動の現況
を山口大学活動白書として公表している（図
3）．[3]は山口大学の修学支援システムと連携
しており，学生にシームレスな教育・学習環
境を提供している． 
本研究は，これらの異なるシステムのデー

タを収集してデータを分析・可視化すること
が目的であるが，その試行として，Moodle
システムのデータを活用して，授業時間外学
習時間と Moodle コース開設数の相関を，本



学学生アンケートデータに基づいて，最も簡
便な分析手法を用いて解析した．またデータ
を統合・分析する一連の工程を行うために，
山口大学名誉教授（研究協力者）が開発した
ソフトウェアを活用し，データのクリーニン
グを行った． 
山口大学自己点検評価システムに関して，

以前より山口大学の教員を対象とした自己
点検評価システムを構築している．本研究期
間では，この教員活動の自己点検評価システ
ムをベースとして，大学組織の教育活動の可
視化ツールを開発した（図 4）． 

 

 
図 3. 山口大学自己点検評価システム 
 

 
図 4. 山口大学の組織活動の自己点検評価に
おけるレーダーチャートによる可視化 
 
②教育活動に関する多様なデータの集約と
評価指標の検討 
山口大学の大学評価アンケートシステム

から，大学評価や IR に重要な機能を抽出し
た．大学評価アンケートシステムに関して，
以前より，山口大学において学内外のステー
クホルダを対象としたアンケートシステム
を構築している．このシステムは，大学内部
の認証サーバと連携し，即時に部局間の比較
結果を可視化する機能など，大学評価や IR
に重要な機能を実装しており，組織評価に重
要でかつ実用的な項目の検討に有用であっ
た． 
また当初の計画では，山口大学内の複数の

教育活動システムのデータ収集を完了し，そ
れらを分析・可視化する予定であったが，研
究代表者の所属機関変更に伴い，大学内部の
データを直接的に扱うことが困難になった
ため，教育活動に関するオープンデータを収

集し，それらを分析・可視化する計画に変更
した．その結果，大学間を比較分析すること
になり，大学独自の評価指標だけではなく，
大学組織として共通的な評価指標の検討も
可能となり，予期しない期待以上の成果を得
ることができた． 
 
③テキストマイニングを活用した可視化ツ
ールの提案 
教育活動に関するオープンデータとして，

各国立大学法人の中期目標の文書から大学
の強みを発見するためのテキストマイニン
グ技術を活用した可視化システム（研究協力
者が開発したシステム）を提案した．本研究
で提案するシステムは，分析したい観点をキ
ーワードとして設定することで，特性が類似
する大学群の抽出を可能にし，各大学群の特
性を表すキーワード間の関連をマップで可
視化することができる（図 5）． 
 

 
図 5. テキストマイニング技術を活用した類
似大学群を可視化する 2 次元マップ 
 
具体的な事例として，山口大学，宇都宮大

学などの地域貢献を大学の強みとする大学
群に着目し，それらの大学での教育活動の観
点からの分析も同時に進めた． 
オープンデータの収集に関して，研究協力

者が開発したソフトウェアを活用して，大学
ポートレートに記載されているデータを収
集した．国立大学法人を対象とした中期目標
の文書に続き，各大学（学部）のディプロマ・
ポリシーの文書を収集した．この中から地域
貢献に関係する大学をいくつか抽出し，それ
らのテキストデータを用いてテキストマイ
ニングの技術を活用した可視化を進めた．そ
の結果，地域貢献を強みとする大学群の中に
も特性がある可能性が示唆された． 
 
(2)国内外における位置づけとインパクト 
膨大なデータに基づく組織的評価・改善の

ための可視化ツールを開発することにより，
大学としての教育活動の評価・改善の一助と
なることが期待できる． 
 



(3)まとめと今後の課題 
これまで開発したツールをもとに，山口大

学の自己点検評価システムを中心に，教育活
動データベースから必要なデータを集約し，
その分析結果を可視化するツールの開発及
び改善を行った．またテキストマイニング技
術を活用した大学間比較では，予期しない期
待以上の成果を得ることができた． 
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